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凡例
この統計表に用いている用語の意味等は次のとおりです。

１ 「交通事故」とは、道路交通法第２条第１項第１号に規定されている道路上において、車両、

路面電車、 列車(軌道車)の交通によって起こされた死亡又は負傷を伴った事故(人身事

故)をいう。

２ 「死亡」とは、交通事故の発生後２４時間以内に死亡したものをいう。

３ 「二輪車事故」欄は、道路交通法上の自動二輪車及び原動機付自転車が、第１、第２当事者と

なった人身事故件数と、この事故から生じた全死傷者数である。

４ 「歩行者事故」「自転車事故」欄は、歩行者及び自転車が第１、第２及び第３以下の当事者と

なった人身事故の件数と、その(歩行者、自転車)死傷者数である。

５ 「幼児・園児事故」「小学生事故」「中学生事故」「高校生事故」「高齢者事故」欄は、幼児・園児、

小学生、中学生、高校生、高齢者(６５歳以上の者)が第１、第２及び第３以下の当事者(同乗者

を含む)となった人身事故件数と、その(幼児･園児、小学生、中学生、高校生、高齢者)死傷者

数である。

６ 「高齢ドライバー」「若者起因」欄は、各当事者が原動機付自転車以上の車両を運転し、第１

当事者となった人身事故件数と、その事故から生じた全死傷者数である。 なお、「ヤング」

とは１６歳～２４歳、「若者」とは１６歳～２９歳、「高齢者」とは６５歳以上の者をいう。

※同種のものの相互の事故は、件数を１とした(例えば二輪車対二輪車事故を１件)
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（１） 発生状況

１ 静岡市の交通事故

（２） 過去１０年間の推移

（３） 月別

区 分 静岡市 葵区 駿河区 清水区

構成率 構成率 構成率

件 数
（増減数）

4,394     

(-655)

1,461     

(-250)
33.3%

1,540     

(-228)
35.0%

1,393     

(－177)
31.7%

死 者
（増減数）

17       

(4)

6        

(4)
35.3%

6        

(-1)
35.3%

5

（1）
29.4%

負傷者
（増減数）

5,309     

(-849)

1,746     

(-312)
32.9%

1,891     

(-258)
35.6%

1,672

(－279)
31.5%

区 分
平成 令和

２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 元年

静岡市

件 数 6,810 6,801 6,726 6,514 6,088 5,717 5,537 5,379 5,049 4,394

死 者 20 31 31 29 14 30 21 20 13 17

負傷者 8,235 8,226 8,266 7,975 7,363 7,075 6,851 6,546 6,158 5,309

葵区

件 数 2,396 2,408 2,302 2,296 2,108 2,036 1,883 1,716 1,711 1,461

死者 4 14 8 13 6 14 7 10 2 6

負傷者 2,845 2,878 2,779 2,761 2,520 2,504 2,282 2,052 2,058 1,746

駿河区

件 数 2,258 2,215 2,282 2,186 2,082 1,970 1,849 1,937 1,768 1,540

死 者 8 5 14 7 3 8 6 4 7 6

負傷者 2,742 2,668 2,793 2,675 2,572 2,454 2,302 2,368 2,149 1,891

清水区

件 数 2,156 2,178 2,142 2,032 1,898 1,711 1,805 1,726 1,570 1,393

死 者 8 12 9 9 5 8 8 6 4 5

負傷者 2,648 2,680 2,694 2,539 2,271 2,117 2,267 2,126 1,951 1,672

区 分 1月 2月 ３月 ４月 ５月 6月 7月 8月 9月 １0月 11月 １２月 合 計

件

数

静 岡 市 360 333 366 355 386 360 362 338 317 396 373 448 4,394

葵 区 126 108 126 98 123 115 108 107 98 134 142 176 1,461

駿 河 区 130 113 119 122 143 127 140 122 110 146 126 142 1,540

清 水 区 104 112 121 135 120 118 114 109 109 116 105 130 1,393
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（４） 曜日別

（５） 時間別

区 分 日 月 火 水 木 金 土 合 計

件

数

静 岡 市 439 660 689 636 668 735 567 4,394

葵 区 129 209 224 202 239 272 186 1,461

駿 河 区 183 233 224 229 234 239 198 1,540

清 水 区 127 218 241 205 195 224 183 1,393

区 分 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ １０～ １２～ １４～ １６～ １８～ ２０～ ２２～ 合 計

件

数

静 岡 市 48 22 37 457 731 567 503 511 681 516 231 90 4,394

葵 区 20 9 13 149 246 176 167 170 236 167 75 33 1,461

駿 河 区 13 7 14 136 274 189 185 186 238 188 83 27 1,540

清 水 区 15 6 10 172 211 202 151 155 207 161 73 30 1,393

（６） どんな事故が起きているか（件数）

121

(8.7%)

131

(8.5%)

146

(10.0%)

398

(9.0%)

17

(1.2%)

8

(0.5%)

17

(1.2%)

42

(1.0%)

506(36.3%)

471(30.6%)

460(31.5%)

1,437(32.7%)

385(27.6%)

490(31.8%)

396(27.1%)

1,271(28.9%)

14

(1.0%)

19

(1.2%)

28

(1.9%)

61

(1.4%)

150

(10.8%)

214

(14.0%)

195

(13.3%)

559

(12.7%)

170

(12.2%)

165

(10.7%)

174

(11.9%)

509

(11.6%)

30

(2.2%)

42

(2.7%)

45

(3.1%)

117

(2.7%)

1393

1541

1463

4397

人対車両 正面衝突 追突 出会い頭 追越等 右左折 車両相互その他 車両単独

静岡市

4,394件

葵区

1,461件

駿河区

1,540件

清水区

1,393件
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１２５
(5,4%)

１０３
(4,5%)

１２４
(5,8%)

2 静岡市の各種事故

各種事故の全体に占める構成率

各 種 事 故

静岡市
静岡県葵 区 駿 河 区 清 水 区

４，３９４件 １，４６１件 １，５４０件 １，３９３件

件数 構成率 前年比 件数 構成率 前年比 件数 構成率 前年比 件数 構成率 前年比 件数

1 死 亡 事 故 １７ ０.４ ４ ６ ０.４ ４ ６ ０.４ －１ ５ ０.４ １ １０１

2 幼 児・園 児 ７７ １.８ ２ ２７ １.８ ３ ３７ ２.４ ７ １３ ０.９ －８ ５８４

3 小 学 生 １３５ ３.１ －１６ ５０ ３.４ －３ ５３ ３.４ ２ ３２ ２.３ －１５ ８２５

4 中 学 生 ６８ １.５ －２３ ２４ １.６ －９ ２６ １.７ －５ １８ １.３ －９ ４５２

5 高 校 生 １９７ ４.５ －４１ ８０ ５.５ －１０ ６６ ４.３ －１１ ５１ ３.７ －２０ １,２６８

6 高 齢 者 １,６２１ ３６.９ －１４８ ５７３ ３９.２ －６４ ５３５ ３４.７ －４２ ５１３ ３６.８ －４２ ８,９６２

7 高齢ドライバー ９８７ ２２.５ －１３ ３５６ ２４.４ ３３０ ２１.４ －３ ３０１ ２１.６ －１０ ５,５８８

8 歩 行 者 ４０６ ９.２ －３２ １４８ １０.１ －８ １３４ ８.７ －２１ １２４ ８.９ －３ ２,０４０

9 自 転 車 １,０３０ ２３.４ －４４ ３７９ ２５.９ －３３ ３９１ ２５.４ １４ ２６０ １８.７ －２５ ３,６５８

10 原 付 車 ５０３ １１.４ －６４ １７７ １２.１ －１５ １７６ １１.４ －３９ １５０ １０.８ －１０ １,６２７

11 自 二 車 ３０７ ７.０ －８ １０８ ７.４ １０９ ７.１ －４ ９０ ６.５ －４ １,３６８

12 ヤングドライバー ５１７ １１.８ －４９ １５２ １０.４ －５ １９５ １２.７ －２６ １７０ １２.２ －１８ ３,２７３

13 若 者 起 因 ８４３ １９.２ －１４９ ２５５ １７.５ －２４ ３１３ ２０.３ －８５ ２７５ １９.７ －４０ ５,２９２

14 初 心 者 １４０ ３.２ １４ ４３ ２.９ ２ ５５ ３.６ １０ ４２ ３.０ ２ ８８１

15 無 免 許 ２ ０.１ －１３ －５ １ ０.１ －８ １ ０.１ ６４

16 飲 酒 ９ ０.２ －８ ５ ０.３ －１ ４ ０.３ －７ ８７

17 交 差 点 １,８５４ ４２.２ －１７７ ６１６ ４２.２ －１２５ ６８７ ４４.６ －２０ ５５１ ３９.６ －３２ ９,７６１



人身・死亡事故発生状況

（１） 発生状況

件 数 死 者 負 傷 者

前年比 前年比 前年比

1,540 ６ 1,89１

－２２８ －１ －２５８

★６件の死亡事故のうち４人が高齢者

交通事故の特徴

３件が高齢自転車乗用中

★件数、死者、負傷者ともに減少

（３） 死亡事故発生状況
高齢者死者

（２） どんな事故が起きているのか （件数（％））

人対車両

１３１ 件

車両相互・単独

1,409件

横断歩道６２

（４７．３％）

横断その他２４

（１８．３％）

対・背面通行中１８

（１３．８％）

その他２７

（２０．６％）

出会い頭４９０

（３４．８％）

追突４７１

（３３．４％）

右左折２１４

（１５．２％）

追越等１９

（１．３％）

正面衝突８

（０．６％）

車両相互その他

１６５（１１．７％）

車両単独

４２（３．０％）

４

死　者

6

１２月中旬 駿河区丸子 　普乗（単独）

（晴）

13：00ころ 駐車場内 街路樹に衝突

5

１０月下旬 駿河区曲金 　自転車　×　普乗

（晴）

15：00ころ 池田街道 自転車と普乗が衝突

4

９月上旬 駿河区石部 大自二

（晴）

３：00ころ （県）静岡焼津線 欄干に衝突

3

６月下旬 駿河区みずほ 普乗　×　自転車

（晴）

１１:３０ころ 市道 普乗と自転車が衝突

４月上旬 駿河区中原 普乗　×　自転車

８：00ころ 市道 普乗と自転車が衝突2

（晴）

発　生　日　時 発　生　場　所 形　　　　　態 状　　　　　　　　況

1 3：00ころ （県）静岡環状線 転倒

１月上旬 駿河区新川 自二（単独）

（晴）

７０歳代

女性

４０歳代

男性

７０歳代

男性

３０歳代

男性

８０歳代

男性

歩道

丸
子
川

８０歳代

男性

歩道

グリーンベルトグリーンベルト

路側帯

公
園

路側帯

路側帯

石
部
海
上
橋

歩道

路側帯

歩道

道
路(

自
転
車
道
）



幼児・園児事故 幼児・園児が関係した人身事故件数と、その事故から生じた幼児・園児の死傷者数である

（１）発生状況

（４）どんな事故でケガをしているか

（２）月別

（３）時間別

（負傷者数(％)）

★負傷者の約９割が自動車同乗中

★14時～1６時台に事故増加

幼児・園児の交通事故の約９割が

シートベルトの適合身長

は約１４０㎝です。適合身

長になるまでチャイルド

シート・ジュニアシートを
使用しましょう。● 使用目安 ●

１～４歳頃

体重９～１８㎏以下

● 使用目安 ●

４～１０歳頃

体重１５～３６㎏以下

＜ジュニアシート＞

※あなたの運転次第で、お子さ

んが大怪我をする危険性があり

ます。ご自身の運転を見直し、安

全運転に努めて下さい。

＜チャイルドシート＞

＜保護者のみなさん＞

におきています！！

４０人

自動車同乗中

３８（９５％）

自転車同乗中

２（５％）

の注意点

５

前年比 前年比 前年比

件　数 23 1 14 6 37 7

死　者 0 0 0 0 0 0

負傷者 25 0 15 7 40 7

幼　児 園　児 合　計
区　分

区　分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計

件　数 4 8 2 2 1 6 3 5 1 3 2 37

死　者

負傷者 4 9 2 3 1 7 3 5 1 3 2 40

区　分 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ １０～ １２～ １４～ １６～ １８～ ２０～ ２２～ 合　計

件　数 2 5 6 2 9 8 2 3 37



小学生事故
小学生が関係した人身事故件数と、その事故から生じた小学生の死傷者数である

（１） 発生状況

（５） 学校別
※当事者数とは、ケガの有無に関わらずその事故に関わった全ての小学生の人数

（２） 月 別

（３） 時間別

区 分
当事者数 死 者 負傷者

前年比 前年比 前年比

大 里 西
６ ６

４ ４

大 里 東
２ ２

-１ -１

大 谷

久 能

東 源 台
３ ３

３ ３

中 島
２ ２

１ １

中 田
４ ４

-１ -１

南 部
４ ４

２ ２

区 分
当事者数 死 者 負傷者

前年比 前年比 前年比

西 豊 田
１ １

-２ -２

東 豊 田
３ ３

１ １

富 士 見
１ １

-２ -２

宮 竹
-３ -３

森 下
１ １

長 田 北
-１ -１

長 田 西
１ １

-４ -４

長 田 東
４ ４

区 分
当事者数 死 者 負傷者

前年比 前年比 前年比

長 田 南
２ ２

川 原
６ ６

５ ５

朝 鮮

特 別 支 援
学 校

管 外 校
１８ １８

２ ２

合 計
５８ ５８

４ ４

★自動車同乗中の事故が約６割

★１４時～１８時に多発

（負傷者数(％)）

前年比

件数 53 2

死者 0 0

負傷者 58 4

区分
小学生

区　分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計

件　数 2 1 2 6 5 4 7 6 5 3 12 53

死　者

負傷者 2 1 3 6 5 4 8 7 5 3 14 58

区　分 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ １０～ １２～ １４～ １６～ １８～ ２０～ ２２～ 合　計

件　数 3 1 7 6 20 11 4 1 53

自動車

３３（５７％）

５８人

（４） どんな事故でケガをしているか

自転車

９（１６％）

歩行者

１６（２７％）

同乗中

３３（５７％）

出会い頭

８（１４％） 車両相互その他

１（２％）

対面通行中

４（７％）

横断歩道

３（５％）

横断その他

６（１０％）

路上遊戯中

１（２％）

人対車両その他

２（３％）

交通事故に遭わないために

◎ヘルメットをかぶる

◎曲がり角や見通しの

悪い所では必ず止まる ◎飛び出しをしない

◎横断歩道をわたる
◎道路でふざけない

【４年生自転車交通教室】

６



中学生事故 中学生が関係した人身事故件数と、その事故から生じた中学生の死傷者数である

（１） 発生状況

（５） 学校別（４） どんな事故でケガをしているか

★中学生事故の半数以上が自転車事故

★１４～１６時の発生が多い

（２） 月別

（３） 時間別

（負傷者数（％））

※当事者数とは、ケガの有無に関わらずその事故に関わった

全ての中学生の人数

区 分
当事者数 死 者 負 傷 者

前年比 前年比 前年比

大 里
5 5

1 1

高 松
3 2

2 1

豊 田

東 豊 田
-4 -3

南
4 4

2 2

中 島

長 田 西
1 1

-3 -3

長 田 南
2 2

1 1

城 山
1 1

1 1

静岡聖光学院
1 1

1 1

城 南 静 岡
1 1

1 1

朝 鮮

特別支援学校
2 2

2 2

管 外 校
6 5

-11 -10

合 計
26 24

-7 -6

前年比

件数 26 -5

死者 0 0

負傷者 24 -6

区分

中学生

区　分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計

件　数 1 3 1 3 3 2 2 1 1 2 2 5 26

死　者

負傷者 1 3 1 3 2 2 1 1 1 2 2 5 24

区　分 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ １０～ １２～ １４～ １６～ １８～ ２０～ ２２～ 合　計

件　数 4 1 4 9 4 4 26

【参加型交通安全教室】

自転車も加害者になることが…

自転車は『車両』の仲間、『運

転者』の意識を持とう！

・けが人の救護 救急車１１９

・警察への届出 警察１１０

・危険防止の措置 安全な場所に避難

・保護者や学校への連絡

万が一交通事故に遭ってしまったら…

並進走行×

一時不停止×

※法令違反をして事故を起こすと、

刑事上・民事上・道義上の責任が問われます。

自転車

14

(58%)

自動車

6(25%)

歩行中

4(17%)
出会い頭

11 (46%)

右折

3(12%)

同乗中

6(25%)

横断歩道

3(13%)

背面通行中

1( 4%)

２４人

７



高校生事故
（１） 発生状況

（５） 学校別 ※当事者数とは、ケガの有無に関わらずその事故に
関わった全ての高校生の人数

※定時制を含む

（２） 月 別

（３） 時間別

当事者数 死 者 負 傷 者

前年比 前年比 前年比

駿 河 総 合
１０ ９

１ １

静 岡 女 子
１

-４ -５

城 南 静 岡
９ ９

２ ３

静 岡 聖 光 学 院

特 別 支 援 学 校

管 外 校
４６ ４３

-１１ -８

合 計
６６ ６１

-１２ -９

高校生が関係した人身事故件数と、その事故から生じた高校生の死傷者数である

区 分

（４） どんな事故でケガをしているか
（負傷者数（％））

★自転車乗用中の出会い頭事
故が多い

★ 高校生事故全体のうち

登下校時の交通事故が約６割

前年比

件数 66 -11

死者 0 0

負傷者 61 -9

区分
高校生

区　分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計

件　数 5 4 2 2 10 10 4 6 3 11 4 5 66

死　者

負傷者 5 3 2 2 9 10 4 6 2 9 4 5 61

区　分 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ １０～ １２～ １４～ １６～ １８～ ２０～ ２２～ 合　計

件　数 15 10 6 6 4 13 5 7 66

もし交通事故を起こしてしまったら・・・

相手に怪我を負わせてしまった場合や死亡させてしまった場合、

大きな責任を負わなければなりません。

自転車も必ず

通学時間帯における
自転車利用者に対する声掛け活動

懲役・禁固・罰金 物や人に対する賠償 被害者への見舞・償い

楽しい高校生活を過ごすため
に、周りの人への思いやりを
忘れず、交通ルールとマナー
をしっかり守りましょう。

自転車乗用中の

一時停止場所での交通事故が
圧倒的に多いです

自転車

47(77%)

自動車

9(14%)

歩行中

1(2%)

原付・自二
4(7%)

出会い頭 33

(54%)

右左折等

11(18%)

車両相互
その他

3(5%)

同乗中

9（14%）

横断中

1(2%)

出会い頭

1(2%)

右直

1(2%)

その他

2(3%)

６１人

８



大学生事故
大学生が関係した人身事故件数と、その事故から生じた大学生の死傷者数である

大学生事故には大学院・短大・専修学校及び各種学校に通学する学生も含む

（１） 発生状況

（４） 状態別

（６） 学校別

（５） どんな事故でケガをしているか

※当事者数とは、ケガの有無に関わらず
その事故に関わった全ての大学生の人数

（２） 月 別

（３） 時間別

（負傷者数（％））

【
歩
行
者
・
自
転
車
】

★ 8時～10時の通学時間帯に多発

★ 約６割が交差点で発生

（信号機のない交差点が4割）

★ 安全不確認による事故が約半数

【
原
付
車
・
自
動
二
輪
車
・
自
動
車
】

区　分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計

件　数 16 10 7 14 8 8 19 8 6 19 13 17 145

死　者

負傷者 10 7 5 10 8 7 16 6 4 15 9 14 111

区　分 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ １０～ １２～ １４～ １６～ １８～ ２０～ ２２～ 合　計

件　数 2 2 4 36 16 18 12 28 13 10 4 145

自転車運転中

原付車運転中

自動車同乗中

自二車運転中

自動車運転中

歩行中

５５

２９

１０

３

７

７

【二輪車の特性】
・見落とされやすい
・視野が狭くなる

○ヘルメットの正しい着用！

○十分な車間距離をとり、

一時停止・安全確認を確実に！

○車両としての自覚を持つ！

○時間に余裕を持った運転を！

自 転 車

二 輪 車

（負傷者数）

０ ２０ ４０ ６０

歩行者７

（１２％）

自転車５５

（８８％）

出会い頭

３９（６２％）

右左折等

１３

（２１％）

車両相互

１（２％）

その他

２（３％）

背面通行中
１（２％）

横断歩道

５（８％）

その他

１（２％）

出会い頭

１２（２５％）

右左折等

６（１２％）

車両相互

５（１０％）
追突

その他

４（８％）
その他

１（２％）

追突

その他

７（１５％）

出会い頭

６（１２％）

右左折等

３（６％）

その他

１（２％）

右折等

１（２％）

正面衝突

１（２％）

追突等

１（２％） その他１
（２％）

６２人

４９人 原付車

２８

（５７％）
自動車

１７（３５％）

自動

二輪車４
（８％）

区分
当事者数 死者 負傷者

前年比 前年比 前年比

大
学
生
・
専
門
学
校
等

静岡県立
11 9

4 2

静岡
54 36

11 2

静岡英和学院
-7 -5

常葉大学 8 9

（草薙キャンパス） -1

その他
80 57

1 7

合 計
153 111

8 6

９

前年比

件　数 145 13

死　者 0 0

負傷者 111 6

区　分
大学生

二輪車・自転車事故に注意



高齢者事故 ※１高齢者が関係した人身事故件数と、その事故から生じた高齢者の死傷者数である

※２高齢ドライバーが第１当事者となった人身事故件数とその事故から生じた全死傷者数である

（１） 発生状況

（３） 月 別

（４） 時間別

（２） 過去10年間の推移
（件数）

（５） どんな事故が起きているか

前年比 前年比

件  数 577 -60 333 -5

死  者 3 0 1 0

負傷者 348 -54 400 -8

区  分
高齢者※１ 高齢ドライバー※２

（人）

★ 死者が４人と昨年より１人増加

★ １０～１２時の事故が多発

★ 横断歩道横断中の事故が増加

（当事者数）

※当事者数とは、ケガの有無に関わらずその事故関わった全ての高齢者の人数

前年比 前年比

件数 535 -42 330 -3

死者 4 1 1 0

負傷者 304 -44 390 -10

区分
高齢者※１ 高齢ドライバー※２

区　分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計

件　数 54 44 38 38 55 41 46 40 41 48 43 47 535

死　者 1 1 1 1 4

負傷者 26 28 21 22 30 23 29 22 23 32 24 24 304

80

70

60

50

40

30

20

10

0

人対車両

７０件
横断歩道３６（５１％）

横断その他

１４（２０％）

車両相互・単独

４６５件

対背面

５（７％） その他１５（２２％）

その他６４

（１４％）
出会い頭１６９（３６％） 追突１２９（２８％） 右左折８６（１８％）

正面衝突３（１％）

追越等４（１％）

車両単独１０（２％）

「歩行者ファースト」
横断の際は、
手を挙げて運転手に
意思表示しましょう！

22年 23年 24年 25年 26年 27年 28年 29年 30年 元年

件数 542 582 588 572 593 577 602 637 577 544

死者 2 1 6 4 0 6 3 3 3 4

０～ ２～ ４～ ６～ ８～ １０～ １２～ １４～ １６～ １８～ ２０～ ２２～ 合計

自動車 2 2 1 16 78 78 72 76 79 37 13 6 460

二輪車 1 4 8 10 4 6 6 2 2 43

自転車 18 24 10 15 10 5 2 84

歩行者 2 2 6 9 10 3 13 3 1 49

６４０

６２０

６００

５８０

５６０

５４０

５２０

５００

４８０

8

7

6

5

4

3

2

1

0

１０



（７） 状態別と自宅からの距離

（８） 年齢・状態別 （当事者数）

※当事者とは、ケガの有無に関わらずその事故に関わった全ての高齢者の人数

区 分 歩行者 自転車 二輪車 自動車 同乗中 合計

65～69歳 ８ １９ １７ １３４ ９ １８７

70～74歳 １４ ２２ １１ １２３ １２ １８２

75～79歳 １３ １６ １２ ９１ １４ １４６

80～84歳 ９ １９ ２ ５０ ６ ８６

85～89歳 ４ ６ ０ １５ １ ２６

90歳～ １ ２ １ ２ ３ ９

合計 ４９ ８４ ４３ ４１５ ４５ ６３６

（６） 違反別（第１当事者）

※当事者とは、ケガの有無に関わらずその事故に関わった全ての高齢者の人数

（当事者数）

（人）

横断を 始める前はよく見るが

渡りだしたら もう見ない

交差点 青色だから 安全だ

さあ渡ろう！

高齢者事故は横断後半が多いです！

①
視線を前にして
車や自転車を
見落とさない！

高齢ドライバーは安全不確認による

交通事故が多発！

安全確認は目的を持って意識して見る！

②
身体を動かして
安全確認

③
横断中も
視線を前にして
安全確認

件　数

18

3

14

23

7

7

13

ハンド ル操作 1

ブレーキ操作 24

漫 然 運 転 25

脇 見 運 転 26

動 静 不 注 視 27

安 全 不 確 認 140

安 全 速 度 1

そ の 他 2

7
歩行者 1

339

信号無視

車

両

等

合　　　　　　計

区　　　分

安

全

運

転

義

務

信 号 無 視

交 差 点 安 全 義 務 違 反

歩 行 者 妨 害

横 断 自 転 車

徐 行 （ 交 差 点 ）

一 時 不 停 止

そ の 他

優 先 通 行

１１

～５０ｍ ～１００ｍ ～５００ｍ ～１㎞未満 １㎞以上

歩行者 6 4 23 5 11

自転車 1 4 27 26 26



高齢自転車 事故多発！

右側通行

自転車安全利用五則

１ 自転車は、車道が原則、歩道は例外

２ 車道は左端を通行

３ 歩道は歩行者優先で、車道よりを徐行

４ 安全ルールを守る

５ 子どもはヘルメットを着用

一時停止場所では

自転車も必ず止まり、安全確認を

確実に行いましょう！

「止まる・見る・待つ」の励行を！

高齢自転車 前年比

件数 ８４ －１

死者数 ３ １

負傷者数 ８１ ３

高齢自転車事故件数
県内ワースト２位！

無意識に危険な運転を

していませんか？

自転車事故は一時停止場所で多発！

約６割が出会い頭事故 信号機のない交差点での事故が多い

１２



歩行者事故
（１） 発生状況

歩行者が関係した人身事故件数と、その事故から生じた歩行者の死傷者数である

（５） どんな事故でケガをしているか（４） 自宅からの距離

（６） 年代別

（２） 月別

（死傷者数（％））

★ 横断歩道上での事故が増加

（前年比＋1０）

（調査不能:1）

★ 夕暮れ時から夜間に事故が多発

（３） 時間別

前年比

件数 134 -21

死者 0 -2

負傷者 135 -22

区分
歩行者

区　分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計

件　数 13 12 6 10 12 5 7 7 5 20 17 20 134

死　者

負傷者 13 13 6 10 12 5 7 7 5 21 17 19 135

区　分 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ １０～ １２～ １４～ １６～ １８～ ２０～ ２２～ 合　計

件　数 4 3 6 12 13 15 16 34 21 6 4 134

横断歩道６２
（４６％）

135人

人対車他
２４（１８％）

横断その他
２３（１７％）

背面通行中

１３（１０％）

路上遊戯中・

停止中・横臥３（２％）

横断歩道付近

１（１％）

その他３（２％）

★ 道路横断中の事故が約６割

横断する際は…

をあげて意思表示!

停止してくれた車には

感謝の気持ちを忘れずに!

①横断歩道の利用

②斜め横断の禁止

③直前直後横断の禁止

④横断禁止場所での

横断の禁止

歩行者横断禁止標識

横断施設の利用・安全確認を忘れずに!

こんな横断は事故のもと!

※場合によっては・・・

２万円以下の罰金又は科料の罰則を科される事があります

※道路交通法

12条・13条より抜粋

0

10

20

30

40

50

0

10

20

30

40

50

60

対面通行中
６（４％）

（人）

（人）

１３

～５０ｍ ～１００ｍ ～５００ｍ ～１㎞未満 １㎞以上

死傷者数 16 13 44 18 43

幼・園児 小学生 中学生 高校生 １６歳～ ２０歳～ ３０歳～ ４０歳～ ５０歳～ ６０歳～ ６５歳～

   死傷者数 16 4 1 3 11 11 13 19 9 48



自転車事故
（１） 発生状況

自転車が関係した人身事故件数と、その事故から生じた自転車の死傷者数である

（６） 年代別

（４） 自宅からの距離

★ 交通死亡事故が３件発生

いずれも、交差点で発生

★ ４０歳代の事故が増加

★ 自転車が第一当事者となる

事故が増加

（２） 月別

（３） 時間別

（７） 自転車側の違反別（第１当事者）

（件数（％））

件 数 構成率(％）

6 6.5

3 3.3

2 2.2

3 3.3

44 47.8
運 転 操 作 1 1.1
漫 然 運 転 1 1.1
脇 見 運 転 5 5.4
動 静 不 注 視 4 4.3
安 全 不 確 認 21 22.8
安 全 速 度 1 1.1
そ の 他 1 1.1

92 100.0

安
全
運
転
義
務

合　計

区  分
信　　号　　無　　視

交差点安全進行義務
交 差 点 徐 行 違 反車

　
　
両
　
　
等

通 行 区 分

一 時 不 停 止

(調査不能：1)

（人）

(人)

41

「自転車カルガモ作戦」街頭広報

（５） どんな事故が起きているか

県下で ワースト２

● 自転車事故件数

● 高齢自転車事故件数 84件
（死者数は、県下ワースト1)

● 自転車同士の事故件数 22件
（昨年比＋8）

391件
出会い頭

２４６
（６３％）

右左折
９０

（２３％）

車両相互その他
３０（７％）

人対車両
７（２％）

車両単独
５（１％）

追越等８（２％）

追突３（１％）

正面衝突
２（１％）
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前年比

件数 391 14

死者 3 1

負傷者 382 13

区分
自転車

区　分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合　計

件　数 31 28 26 31 41 31 46 25 29 37 31 35 391

死　者 1 1 1 3

負傷者 30 27 26 30 40 29 45 25 29 35 31 35 382

区　分 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ １０～ １２～ １４～ １６～ １８～ ２０～ ２２～ 合　計

件　数 2 1 3 35 91 51 43 46 58 43 15 3 391

幼・園児 小学生 中学生 高校生 １６歳～ ２０歳～ ３０歳～ ４０歳～ ５０歳～ ６０歳～ ６５歳以上

死傷者数 2 9 14 47 24 75 39 49 30 12 84
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児童・中学生の自転車通学時

乗車用ヘルメット着用義務化

自転車保険加入義務化

１４

～５０ｍ ～１００ｍ ～５００ｍ ～１㎞未満 １㎞以上

    死傷者数 8 14 104 84 174



二輪車利用の皆さん

二輪車は車体が小さいた
め、車からは実際よりも遠く
に見え、走行速度が遅いよ
うに感じます。

二輪車事故
（１） 発生状況

道路交通法上の自動二輪車及び原付自転車が、第１、第２当事者となった人身事故件数と、この事故から
生じた全死傷者数である

※自二車と原付車が衝突する交通事故が発生しているため、二輪車事故は自二車と原付車の合計にはな
らない

（５） どんな事故がおきているか

（２） 月 別

（３） 時間別

（４） 年代別 （６） 二輪車側の違反別（第１当事者）

(件数（％）)

★ 20歳代の事故多発

★ 8～10時台が最多

（人）

※ 前年比 前年比 前年比

件数 284 -41 109 -4 176 -39

死者 2 2 1 -1

負傷者 300 -43 111 -12 190 -36

二　　輪　　車

自動二輪車 原付車区分

区　分 ０～ ２～ ４～ ６～ ８～ １０～ １２～ １４～ １６～ １８～ ２０～ ２２～ 合　計

件　数 4 4 38 50 31 26 24 40 40 20 7 284

区 分 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合 計

件 数 35 16 20 21 25 21 32 19 15 26 32 22 284

死 者 1 1 2

負傷者 36 17 20 21 27 24 34 22 14 29 33 23 300

区分
件数 構成率

自二車 原付車 （％）

信 号 無 視 2 5 6.9

優 先 通 行 妨 害 2 1 3.0

交差点安全進行義務 2 3 4.9

横 断 歩 行 者 妨 害 1 1 2.0

一 時 不 停 止 5 4.9

安
全
運
転
義
務

運 転 操 作 8 4 11.9

漫 然 運 転 3 5 7.9

脇 見 運 転 2 8 9.9

動 静 不 注 視 4 5 8.9

安 全 不 確 認 9 25 33.7

安 全 速 度 2 1 3.0

そ の 他 1 2 3.0

合 計 36 65 100.0

★ 死亡事故2件発生

★ 約７割が交差点と

その付近で発生で発生

交差点対向右折車
に注意！

原付車
１７６件

自二車

１０９件

右折直進
２６（２４％）

出会い頭
２９（２７％）

追突
１７（１５％）

車両単独
その他

１３（１２％）

右左折
１２（１１％）

車両単独
８（７％）

追越等
２（２％）

正面衝突
１（１％） 人対車両

１（１％）

１５

～１５歳 １６歳～ ２０歳～ ３０歳～ ４０歳～ ５０歳～ ６０歳～ ６５歳以上

   死傷者数 2 29 78 48 50 35 16 44



交番別・人身事故発生状況

（２） 類型別件数

（１） 発生状況

件 数 死 者 負 傷 者

R1年 ３０年 前年比 R1年 ３０年 前年比 R1年 ３０年 前年比

八 幡 １２０ １５９ -３９ １４７ １８２ -３５

稲 川 ８７ １０３ -１６ １１０ １２５ -１５

新 川 １０６ １００ ６ 1 １ １２９ １２５ ４

曲 金 １０４ １３６ -３２ １ １ １２３ １６４ -４１

小 鹿 １０６ ９４ １２ １３４ １１１ ２３

東 豊 田 １６８ ２２９ -６１ １ -１ ２０３ ２７２ -６９

石田中村町 １６５ １８６ -２１ 1 １ １９５ ２３６ -４１

中 島 １２９ １２９ １ -１ １６２ １５５ ７

高 松 １２５ １４９ -２４ １ -１ １５５ １８３ -２８

久 能 １９ ３１ -１２ ２６ ４３ -１７

丸 子 １８１ ２３１ -５０ １ １ ２０６ ２８９ -８３

下 川 原 １７５ １６５ １０ １ １ ２２３ １９１ ３２

用 宗 ５５ ５６ -１ １ １ ７８ ７３ ５

合 計 １,５４０ １，７６８ -２２８ ６ ７ -１ １,８９１ ２，１４９ -２５８
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横
断
歩
道

そ
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八 幡 ３ ３ ２ １ ９ ２５ ４６ ２ １６ ２２ １１１ １２０

稲 川 １ １２ １ １ １５ １ ２８ ２３ １ １０ ６ ６９ ３ ８７

新 川 １ ７ ３ １１ ２５ ３０ １ ２０ １５ ９１ ４ １０６

曲 金 ４ ２ ４ １０ ３０ ２８ １６ １７ ９１ ３ １０４

小 鹿 ４ ４ １ ４ １３ ２２ ４２ ２ １７ ８ ９１ ２ １０６

東 豊 田 １ ３ ２ ６ １ ４９ ５２ ４ ３３ １８ １５７ ５ １６８

石田中村町 ３ ６ ４ ４ １７ ３８ ７２ ２ １３ １８ １４３ ５ １６５

中 島 １ ２ ３ １ ７ ４１ ５０ １ １２ １１ １１５ ７ １２９

高 松 ５ ３ ２ １０ １ ３１ ５０ １５ １３ １１０ ５ １２５

久 能 １ ７ ６ ２ ２ １８ １ １９

丸 子 １ ７ ２ ２ １２ １ ８８ ３１ ５ ２８ １１ １６４ ５ １８１

下 川 原 ２ ９ ４ ４ １９ ２ ６２ ４７ １ ２６ １７ １５５ １ １７５

用 宗 １ １ ２ １ ２５ １３ ６ ７ ５２ １ ５５

合 計 １８ ６２ ２４ ２７ １３１ ８ ４７１ ４９０ １９ ２１４ １６５ １,３６７ ４２ １,５４０

区 分

区 分

１６


